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94 
洗
従
文
の
軍
隊
小
説
に
つ
い
て
は
じ
め
に
中
国
現
代
文
学
史
に
お
い
て
、
福
文
痢
ら
の
所
謂
「
郷
土
文
学
」
の
流
れ
を
汲
む
も
の
と
さ
れ
る
沈
従
文
(
一
九
O
二
八
八
)
は
、
代
表
作
「
辺
城
」
(
一
九
三
四
)
な
ど
に
典
型
的
に
現
れ
る
よ
う
に
、
そ
の
故
郷
で
あ
る
湖
南
省
湘
西
地
方
の
風
土
と
少
数
民
族
苗
族
の
習
俗
を
描
き
、
農
民
・
兵
士
・
下
層
民
な
ど
に
温
い
愛
情
を
注
い
だ
小
説
家
で
あ
る
と
さ
れ
て
き
た
。
と
こ
ろ
で
沈
従
文
の
作
品
は
、
一
般
に
、
次
の
よ
う
に
分
類
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
。
O
F
-
-
]
我
例
現
在
将
他
的
作
品
総
括
起
来
則
有
以
下
的
四
類
・
・
一
、
軍
隊
生
活
，
二
、
湘
西
民
族
和
苗
族
的
生
活
，
三
、
普
通
社
会
事
件
，
四
、
童
話
及
旧
伝
説
的
改
但
。
[
傍
線
原
文
]
す
な
わ
ち
蘇
雪
林
氏
は
、
彼
の
故
郷
・
湖
南
省
の
軍
隊
生
活
を
描
い
中
野
知
洋
た
作
品
、
湖
南
省
湘
西
地
方
の
民
族
と
苗
族
の
生
活
を
描
い
た
作
品
、
一
般
社
会
の
で
き
ご
と
を
描
い
た
作
品
、
そ
し
て
童
話
及
び
古
い
伝
説
の
改
作
(
翻
案
)
、
の
四
種
類
に
分
け
て
お
り
、
こ
の
分
類
は
、
そ
れ
以
降
の
研
究
に
お
い
て
も
、
お
お
む
ね
踏
襲
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
目
。
と
こ
ろ
が
、
こ
の
う
ち
、
「
軍
隊
生
活
」
を
描
い
た
と
さ
れ
る
諸
作
品
の
扱
わ
れ
方
に
、
い
さ
さ
か
暖
昧
な
と
こ
ろ
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
こ
れ
ら
は
お
お
む
ね
沈
従
文
自
身
の
少
年
時
代
に
お
け
る
従
軍
の
体
験
に
基
づ
く
も
の
で
あ
り
、
そ
こ
に
集
ま
る
兵
士
の
多
く
が
少
数
民
族
の
出
身
で
あ
っ
た
た
め
、
そ
の
一
部
を
、
苗
族
を
含
む
湘
西
地
方
の
少
数
民
族
の
生
活
を
描
い
た
作
品
群
の
中
に
含
め
て
捉
え
る
と
い
う
乙
と
が
し
ば
し
ば
行
わ
れ
る
よ
う
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
そ
こ
で
は
軍
隊
は
、
湘
西
地
方
の
風
物
の
一
つ
と
し
て
取
り
扱
わ
れ
る
の
で
あ
り
、
題
材
で
あ
る
は
ず
の
「
軍
隊
」
と
い
う
組
織
そ
の
も
の
が
注
目
さ
れ
る
と
と
は
、
極
め
て
少
な
か
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
沈
従
文
の
作
品
は
、
そ
こ
に
描
か
れ
た
湘
西
地
方
の
美
し
い
風
土
と
習
俗
と
が
、
す
で
に
近
代
的
な
社
会
で
は
失
わ
れ
て
し
ま
っ
た
人
間
性
や
伊
話
的
・
ユ
ー
ト
ピ
ア
的
な
世
界
を
保
存
す
る
と
い
う
点
で
、
従
来
高
い
評
価
を
受
け
て
き
た
。
そ
の
こ
と
が
、
「
軍
隊
」
が
そ
う
し
た
扱
い
方
を
さ
れ
て
き
た
大
き
な
理
由
で
は
な
か
っ
た
か
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
、
沈
従
文
の
創
作
に
お
い
て
重
要
な
テ
!
?
を
形
作
っ
て
い
る
は
ず
の
「
軍
隊
」
と
い
う
規
律
的
・
集
団
的
な
組
織
の
性
格
は
、
む
し
ろ
一
般
的
に
は
、
大
量
生
産
に
伴
っ
て
す
べ
て
を
規
格
化
し
て
き
た
近
代
的
な
社
会
と
通
有
の
も
の
で
あ
る
と
も
考
え
ら
れ
、
こ
れ
が
湘
西
地
方
を
描
い
た
小
説
の
片
隅
に
追
い
や
ら
れ
る
こ
と
に
、
筆
者
は
い
さ
さ
か
の
違
和
感
を
覚
え
る
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
本
稿
で
は
、
湘
西
地
方
の
風
景
と
し
て
の
軍
隊
で
駒
は
な
く
、
沈
従
文
の
創
作
に
お
い
て
「
軍
隊
」
と
い
う
組
織
が
ど
の
仲
よ
う
に
機
能
し
て
い
る
か
に
注
目
し
、
ま
た
そ
れ
が
沈
従
文
の
創
作
河
に
と
っ
て
ど
の
よ
う
な
意
味
を
も
つ
の
か
に
つ
い
て
、
考
察
を
加
え
しっ
た
い
と
思
う
。
に説鰍
一
沈
従
文
と
軍
隊
の文
「
従
文
自
伝
」
に
よ
れ
ば
、
沈
従
文
は
、
民
国
四
年
に
新
式
小
学
に
出
進
学
し
た
が
、
そ
れ
に
は
馴
染
め
ず
、
「
逃
学
」
が
日
課
で
あ
っ
た
。
5
民
国
五
年
、
察
鍔
の
討
哀
戦
争
の
刺
激
を
受
け
て
、
湘
西
地
方
で
も
9
軍
隊
の
改
革
が
な
け
れ
ば
自
存
は
不
可
能
で
あ
る
と
の
認
識
か
ら
、
鎖
守
署
に
は
軍
官
団
が
設
け
ら
れ
た
。
も
と
の
道
罪
を
改
め
た
苗
防
屯
務
処
に
も
将
弁
学
校
が
作
ら
れ
た
。
ほ
か
に
、
兵
士
を
教
練
す
る
学
兵
営
・
教
導
隊
が
で
き
た
の
で
、
こ
の
地
方
の
空
気
は
急
激
に
変
化
し
て
し
ま
っ
た
。
。
小
小
的
城
裏
多
了
四
箇
軍
事
学
校
，
一
切
都
用
較
新
方
式
訓
練
，
地
方
困
此
気
象
一
頼
。
そ
し
て
沈
従
文
自
身
も
、
友
人
の
勧
め
に
し
た
が
っ
て
、
軍
官
団
の
予
備
兵
の
技
術
班
を
受
験
す
る
。
沈
従
文
が
軍
隊
に
入
る
こ
と
に
つ
い
て
、
家
族
の
反
応
は
好
意
的
で
、
す
ぐ
に
こ
れ
を
許
し
た
。
予
備
隊
で
は
、
毎
日
軍
事
教
練
の
繰
返
し
で
あ
る
。
0
也
在
小
操
場
紅
粁
上
倣
掛
腿
翻
上
，
再
来
了
十
筒
背
車
。
又
蹴
了
一
次
木
馬
，
走
了
一
度
天
橋
，
且
在
平
台
上
牟
了
一
箇
大
頂
，
再
芸
手
側
身
倒
榔
而
下
。
又
在
大
操
場
指
揮
一
箇
十
人
組
成
的
小
隊
作
正
歩
，
胞
歩
，
脆
下
，
臥
下
種
種
口
令
，
完
事
時
還
胞
到
閲
兵
官
面
前
，
用
急
促
的
声
音
完
成
一
種
報
住
。
こ
う
し
た
軍
隊
の
風
景
は
、
我
々
が
持
つ
、
近
代
的
な
軍
隊
像
と
重
な
る
も
の
で
あ
る
。
軍
隊
と
い
う
組
織
の
本
質
は
、
そ
れ
が
個
人
の
欲
望
を
集
団
行
動
に
よ
っ
て
規
制
し
、
ま
た
権
力
を
個
人
に
た
い
し
6
て
直
接
発
揮
す
る
訓
練
と
規
律
の
制
度
で
あ
る
と
い
う
と
こ
ろ
に
あ
9
る
と
思
わ
れ
る
。
そ
し
て
近
代
的
な
軍
隊
組
織
は
、
個
人
を
規
制
し
、
一
様
で
均
質
な
身
体
を
作
り
上
げ
る
こ
と
を
目
標
と
し
て
来
た
。
そ
の
た
め
に
、
具
体
的
に
は
体
育
・
体
操
と
い
っ
た
訓
練
を
施
し
、
言
わ
ば
兵
士
と
い
う
〈
規
格
品
〉
を
作
り
出
し
て
行
く
の
で
あ
る
。
彼
の
母
親
は
、
彼
の
た
め
に
制
限
を
作
っ
て
与
え
、
彼
は
毎
日
こ
の
軍
服
を
着
て
軍
官
団
に
通
い
、
教
練
を
受
け
る
。
言
う
ま
で
も
な
く
、
軍
服
は
、
軍
隊
に
お
い
て
、
兵
士
を
統
制
し
、
均
等
化
す
る
た
め
の
重
要
な
道
具
で
あ
る
。
そ
う
し
た
環
境
が
、
す
で
に
沈
従
文
の
身
体
に
及
ん
で
来
て
い
た
。
=
一
浦
雅
士
氏
は
、
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。
。
兵
士
の
身
体
そ
の
も
の
を
、
ま
る
で
鋳
型
に
は
め
る
よ
う
に
規
格
化
し
、
標
準
化
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
身
長
や
体
重
を
瞬
時
に
変
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
だ
が
、
兵
士
の
身
体
所
作
、
表
情
、
仕
草
を
鋳
型
に
は
め
る
こ
と
は
で
き
る
。
そ
し
て
、
鋳
型
に
は
め
ら
れ
た
身
体
所
作
は
、
や
が
て
同
じ
よ
う
な
身
体
を
つ
く
っ
て
い
く
の
で
あ
お
。
そ
う
で
あ
れ
ば
こ
そ
、
幼
い
沈
従
文
に
と
っ
て
は
、
予
備
隊
で
の
生
活
が
、
初
等
教
育
の
代
替
と
い
う
役
割
を
果
た
し
得
た
の
で
あ
る
。
き
て
、
こ
う
し
た
軍
隊
と
い
う
組
織
の
印
象
は
、
そ
の
性
質
上
、
非
軍
人
に
と
っ
て
、
必
ず
し
も
よ
い
も
の
と
は
言
え
な
い
。
沈
従
文
の
テ
キ
ス
ト
に
お
い
て
も
、
野
蛮
で
、
姦
淫
・
略
奪
・
殺
人
・
放
火
を
す
る
の
が
本
当
の
姿
で
あ
る
と
い
う
一
般
の
都
会
人
の
軍
隊
に
つ
い
て
の
イ
メ
ー
ジ
が
、
中
学
校
の
女
性
教
師
の
視
点
を
通
し
て
次
の
よ
う
に
表
象
さ
れ
て
い
る
。
。
地
又
見
到
一
些
兵
士
，
来
到
此
地
的
兵
士
，
也
全
是
規
矩
到
異
常
可
笑
，
全
不
与
一
般
人
概
念
中
的
兵
士
徳
性
相
称
。
[
・
:
]
地
記
起
剛
才
見
到
的
那
箇
軍
官
学
校
模
様
的
学
生
，
在
女
人
面
前
走
過
身
時
連
頭
也
不
拾
的
情
形
，
完
全
不
与
平
時
，
好
淫
携
掠
e
的
伝
説
中
軍
人
相
近
。
軍
人
当
真
是
以
殺
人
放
火
為
生
活
的
麿
?
軍
人
比
在
城
市
中
培
養
出
来
的
人
還
壊
鹿
?
箪
閥
時
代
の
体
験
を
回
想
し
て
、
感
想
を
述
べ
て
い
る
。
の
ち
に
沈
従
文
自
身
も
、
同
様
の
0
一
九
二
二
年
左
右
，
e
五
回
。
運
動
余
波
到
達
了
湘
西
。
我
正
在
酉
水
流
域
保
靖
県
一
筒
土
著
部
隊
中
，
過
了
好
幾
年
不
易
設
想
的
痛
苦
伯
人
生
活
，
也
因
之
認
識
了
曲
一
旧
中
国
一
小
角
隅
好
壊
人
事
。
在
這
種
情
形
下
，
来
和
新
書
報
接
触
，
書
報
中
所
提
出
的
文
学
草
命
意
義
，
和
新
社
会
理
想
希
望
，
子
是
扇
起
了
我
追
求
知
識
、
追
求
光
明
的
勇
気
，
由
一
衛
首
区
荒
僻
小
県
，
胞
到
百
万
市
民
居
住
的
北
京
城
。
従
此
以
後
，
正
如
《
自
伝
〉
末
尾
所
説
，
就
踊
始
進
到
一
箇
永
遠
無
従
畢
業
的
学
校
，
来
学
那
課
永
遠
学
不
尽
的
人
生
。
ア
ト
O
但
是
這
本
《
自
伝
〉
確
実
也
説
明
了
一
点
事
実
。
由
此
可
以
明
白
，
一
箇
材
質
平
凡
的
郷
下
青
年
，
在
社
会
劇
烈
大
動
蕩
下
，
如
何
在
一
箇
小
小
天
地
中
度
過
了
二
十
年
彊
夢
般
恐
怖
黒
暗
生
活
。
由
子
。
五
回
。
運
爾
余
波
的
影
響
縫
有
箇
転
機
，
争
取
到
自
己
処
理
自
己
命
運
的
主
動
権
，
完
全
了
向
社
会
学
習
前
一
階
段
的
経
歴
後
，
井
開
始
進
入
一
箇
更
広
大
複
雑
的
社
会
大
学
，
為
進
行
男
一
階
段
的
学
習
作
了
準
続
。
こ
と
に
は
、
先
に
引
用
し
た
、
後
年
の
彼
自
身
に
か
か
る
回
想
と
は
、
正
反
対
の
姿
勢
が
見
ら
れ
る
。
さ
ら
に
ま
た
、
同
じ
く
一
九
三
四
年
に
著
さ
れ
た
「
従
文
自
伝
」
に
は
、
次
の
よ
う
に
あ
る
。
O
在
我
生
長
那
箇
地
方
，
当
兵
不
是
恥
辱
。
[
・
・
・
]
本
地
的
光
栄
原
本
是
従
過
去
無
数
男
子
的
勇
敢
流
血
博
来
的
。
誰
都
希
望
当
兵
，
因
為
這
是
年
軽
人
一
条
出
路
，
也
正
是
年
軽
人
唯
一
的
出
臨
。
沈
従
文
は
、
こ
の
当
時
の
軍
隊
で
の
生
活
を
、
「
不
易
設
想
的
痛
苦
伯
人
生
活
」
「
壷
夢
般
恐
怖
黒
暗
生
活
」
と
い
う
表
現
で
否
定
的
に
捉
え
、
「
。
五
四
。
運
動
」
の
流
入
に
よ
っ
て
、
よ
う
や
く
そ
う
し
た
辛
い
生
活
か
ら
抜
付
出
す
「
転
機
」
を
与
え
ら
れ
た
と
言
う
の
で
あ
る
。
こ
野
の
よ
う
に
、
「
軍
隊
」
に
つ
き
ま
と
う
血
腹
い
イ
メ
ー
ジ
は
、
彼
自
身
。
に
と
っ
て
も
、
容
易
に
拭
い
難
い
も
の
で
あ
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
川
そ
れ
で
は
、
次
の
資
料
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。
一
九
三
四
年
四
月
の
口
署
名
の
あ
る
、
「
「
辺
城
」
題
記
」
で
あ
る
。
説隊軍の文従沈
O
対
子
農
人
与
兵
士
，
懐
了
不
可
一
盲
説
的
混
愛
，
這
点
感
情
在
我
一
切
作
品
中
，
随
処
都
可
以
看
出
。
我
従
不
隠
語
這
点
感
情
。
我
生
長
子
作
品
中
所
写
到
的
那
類
小
郷
城
，
我
的
祖
父
，
父
親
以
及
兄
弟
，
全
列
身
軍
籍
:
死
去
的
莫
不
在
職
務
上
死
去
，
不
死
的
也
必
然
的
将
在
職
務
上
終
其
一
竿
金
文
京
氏
も
指
摘
さ
れ
る
よ
う
に
、
軍
人
の
供
給
源
は
主
と
し
て
罪
人
と
異
民
族
だ
っ
た
が
、
苗
族
の
血
を
引
く
沈
従
文
自
身
は
、
「
「
辺
城
」
題
記
」
や
「
従
文
自
伝
」
の
記
述
に
見
え
る
よ
う
に
、
軍
隊
に
対
し
て
「
温
愛
」
や
「
光
栄
」
と
い
っ
た
表
現
で
、
好
窓
的
な
感
情
を
述
べ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
記
述
か
ら
は
、
軍
隊
に
対
す
る
凄
惨
な
印
象
よ
り
も
、
む
し
ろ
兵
隊
に
な
る
と
と
に
誇
り
を
持
っ
て
い
た
(
持
た
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
)
当
時
の
湘
西
地
方
の
人
々
の
生
活
が
読
み
取
れ
る
だ
ろ
う
。
こ
う
し
た
軍
隊
に
対
す
る
見
方
の
相
違
は
、
何
に
起
因
す
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
と
こ
ろ
で
、
沈
従
文
の
軍
隊
小
説
を
見
て
み
る
と
、
こ
の
訓
練
と
規
律
の
制
度
と
し
て
の
軍
隊
が
、
生
き
生
き
と
し
て
躍
動
感
の
あ
る
も
の
と
し
て
描
か
れ
て
い
る
も
の
が
あ
る
。
こ
の
た
め
、
軍
隊
が
、
し
ば
し
ば
理
想
的
な
、
回
帰
す
べ
き
安
住
の
場
面
へ
と
反
転
す
る
こ
と
に
な
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
た
と
え
ば
初
期
の
作
品
で
あ
る
「
船
上
」
97 
98 
こ
九
二
六
)
は
、
「
タ
・
タ
・
タ
・
タ
」
と
い
う
青
年
兵
の
ラ
ッ
パ
の
音
が
、
彼
ら
の
浮
き
浮
き
し
た
心
の
状
態
を
象
徴
的
に
表
し
て
い
る
よ
う
に
、
辰
州
に
移
動
す
る
部
隊
の
兵
士
た
ち
の
、
心
躍
る
様
子
を
描
い
た
短
編
で
あ
る
。
0
因
為
那
些
愛
玩
嬉
会
快
活
的
年
青
号
兵
，
覚
得
這
次
随
向
団
長
下
辰
州
，
不
久
又
可
以
姑
到
辰
州
城
頭
上
去
同
貴
州
勢
陸
軍
号
兵
比
饗
号
音
了
，
而
且
}
到
軍
需
処
発
領
時
，
便
能
胞
中
南
門
去
喫
辰
州
特
有
好
味
道
的
爽
沙
包
子
，
是
以
都
高
高
奥
興
的
取
出
削
肌
来
，
逗
在
明
上
，
嵯
嘘
嵯
嘘
吹
起
来
。
[
]
似
乎
這
時
的
噺
帆
，
只
能
専
牟
官
用
来
表
示
他
例
的
歓
欣
，
故
不
須
乎
象
殺
人
号
那
種
惨
栗
，
街
鋒
号
那
種
悲
壮
，
以
及
敬
礼
号
那
種
荘
厳
与
活
設
。
他
伺
真
是
高
興
極
花
。
ま
た
、
「
連
長
」
(
一
九
二
七
)
は
、
平
時
に
は
暇
を
持
て
余
す
職
業
で
あ
る
連
長
す
な
わ
ち
中
隊
長
が
、
駐
屯
地
の
近
く
の
若
く
美
し
い
寡
婦
の
好
意
を
得
て
彼
女
に
愛
情
を
捧
げ
る
話
で
あ
る
。
連
長
は
職
掌
が
ら
普
段
か
ら
地
元
民
の
尊
敬
を
受
け
て
い
る
。
こ
の
連
長
は
、
夜
に
な
る
と
抜
げ
出
し
て
、
軍
営
か
ら
一
星
も
離
れ
た
寡
婦
の
も
と
へ
通
っ
た
り
す
る
の
で
、
そ
の
部
下
で
あ
る
班
長
は
、
婦
人
に
か
ま
け
て
職
務
を
部
下
に
任
せ
き
り
だ
と
不
平
を
述
べ
る
。
し
か
し
、
軍
人
教
育
を
受
け
た
連
長
が
婦
人
に
迷
っ
て
一
切
を
顧
み
な
く
な
る
こ
と
は
な
い
。
三
日
や
五
日
に
一
度
く
ら
い
外
泊
す
る
の
は
自
然
な
乙
と
だ
と
、
物
語
の
語
り
手
は
続
け
る
。
容
貌
が
立
派
で
教
養
の
あ
る
こ
の
連
長
は
、
常
に
好
意
的
に
描
か
れ
、
彼
へ
の
憧
れ
の
気
持
ち
の
よ
う
な
も
の
が
前
面
に
押
し
出
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
「
会
明
」
(
一
九
二
九
)
で
は
、
真
面
目
で
素
朴
な
人
柄
の
炊
事
夫
・
会
明
も
、
戦
争
が
好
き
で
、
そ
れ
を
生
き
が
い
の
よ
う
に
し
て
い
た
と
い
う
風
に
描
か
れ
る
。
こ
れ
ら
初
期
の
諸
作
品
は
、
軍
隊
や
兵
士
に
対
す
る
肯
定
的
な
、
好
意
的
な
感
情
を
基
調
と
し
て
描
か
れ
て
お
り
、
そ
の
視
線
は
暖
か
い
。
言
わ
ば
、
軍
隊
の
正
の
局
面
を
描
い
た
も
の
と
言
う
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
に
対
し
、
一
九
三
五
年
に
書
か
れ
た
「
顧
問
官
」
で
は
、
農
民
に
対
す
る
苛
酷
を
極
め
る
税
の
取
り
立
て
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
俸
給
が
少
な
く
て
困
窮
す
る
兵
士
や
、
民
聞
か
ら
徴
収
し
た
税
を
横
領
す
る
上
官
の
模
様
が
描
か
れ
て
い
る
。
い
ま
後
者
の
原
文
を
以
下
に
示
す
。
。
原
来
軍
中
固
定
薪
俸
既
極
薄
，
在
冷
門
上
的
官
佐
，
生
活
太
苦
，
照
例
到
了
収
損
派
捕
時
，
部
中
就
臨
時
分
別
選
派
一
品
一
監
収
入
，
往
各
処
会
同
当
地
軍
隊
催
款
。
名
分
上
是
催
款
，
実
際
上
就
調
剤
調
剤
，
可
謂
公
私
両
使
。
這
種
委
員
如
果
機
会
好
，
派
到
好
地
方
，
本
人
文
会
。
奪
弄
ヘ
可
以
携
笛
一
千
八
百
・
機
会
不
好
，
派
到
小
地
方
，
也
線
有
箇
三
百
五
百
。
因
此
毎
到
各
種
催
損
季
節
，
部
裳
服
務
人
員
皆
可
望
被
指
派
出
差
。
不
過
委
員
人
数
有
限
，
人
人
希
望
蒋
此
調
剤
調
剤
，
子
是
到
時
也
就
有
人
各
処
運
動
出
差
。
消
息
一
伝
出
，
市
面
酒
館
和
幾
箇
著
名
土
娼
住
処
都
頭
得
活
躍
起
拠
。
こ
こ
か
ら
は
、
軍
隊
に
対
す
る
希
望
と
い
う
よ
う
な
も
の
は
全
く
感
じ
ら
れ
ず
、
軍
隊
の
負
の
局
面
を
描
い
た
も
の
で
あ
る
と
言
う
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
、
沈
従
文
の
小
説
に
お
け
る
軍
隊
と
は
、
こ
れ
を
表
面
的
に
眺
め
れ
ば
、
〈
正
〉
で
も
あ
り
〈
負
〉
で
も
あ
る
存
在
、
す
な
わ
ち
「
両
義
性
」
を
持
つ
も
の
と
し
て
描
か
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
ヲ
」
の
点
に
つ
い
て
、
ア
メ
リ
カ
の
研
究
者
ジ
ェ
フ
リ
I
・
キ
ン
ク
リ
l
氏
は
、
次
の
よ
う
に
指
摘
す
る
。
O
袖
山
従
文
の
地
方
軍
隊
に
つ
い
て
の
初
期
の
小
説
で
の
傾
向
は
、
屈
託
が
な
く
、
雄
姿
輝
く
軍
隊
生
活
を
浪
漫
化
し
て
い
る
。
し
か
し
上
海
時
代
及
び
そ
れ
以
降
の
作
品
は
比
較
的
複
雑
で
、
愛
憎
両
方
の
側
面
を
兼
ね
備
え
て
い
到
。
野中てしつ以
沈
従
文
の
創
作
に
お
い
て
は
、
軍
隊
は
、
初
期
の
段
階
で
は
湘
西
地
村
方
の
風
景
な
ど
と
同
様
、
理
想
郷
と
し
て
書
か
れ
て
い
た
が
、
し
だ
騨
い
に
そ
の
負
の
性
質
が
注
目
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
っ
た
と
い
う
知
こ
と
に
な
る
。
こ
う
し
た
事
情
は
、
軍
隊
そ
の
も
の
の
変
質
と
い
う
決
よ
り
も
、
む
し
ろ
軍
隊
小
説
を
書
い
た
、
書
き
手
の
側
の
状
況
の
変
i
化
と
し
て
見
落
と
す
こ
と
の
で
き
な
い
点
で
あ
る
。
一
九
二
六
年
の
"
「
船
上
」
、
二
七
年
の
「
入
伍
後
」
「
連
長
」
と
い
っ
た
一
連
の
作
品
で
描
か
れ
た
〈
正
V
の
軍
隊
が
、
し
だ
い
に
三
五
年
の
「
顧
問
官
」
に
描
か
れ
る
よ
う
な
〈
負
〉
の
軍
隊
へ
と
変
質
し
て
い
く
過
程
は
、
ほ
ぽ
そ
の
作
品
の
製
作
年
代
と
一
致
す
る
よ
う
で
あ
り
、
ヲ
」
こ
に
ど
う
い
う
意
味
が
あ
る
の
か
、
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
さ
て
、
こ
う
し
た
傾
向
は
、
時
期
的
に
こ
の
二
類
の
軍
隊
小
説
の
中
聞
に
位
置
し
、
そ
し
て
ま
た
彼
の
軍
隊
小
説
の
代
表
作
と
さ
れ
る
「
従
文
自
伝
」
(
一
九
一
一
一
一
)
の
中
に
は
ど
の
よ
う
に
表
れ
て
い
る
の
か
。
そ
乙
で
、
次
に
「
従
文
自
伝
」
に
つ
い
て
検
討
を
加
え
る
こ
と
と
す
る
。
「
従
文
自
伝
」
に
見
え
る
軍
隊
「
従
文
自
伝
」
は
、
一
九
一
三
年
に
書
か
れ
、
一
九
三
四
年
に
上
海
第
一
出
版
社
か
ら
初
版
が
上
梓
さ
れ
問
。
辛
亥
蔓
叩
以
後
の
中
国
政
治
外
交
史
の
立
場
か
ら
も
、
「
軍
閥
時
代
の
兵
隊
の
生
活
」
を
窺
う
た
め
の
「
圧
巻
」
と
さ
れ
る
創
作
で
あ
話
。
物
語
は
、
主
人
公
沈
従
文
の
幼
児
期
の
故
郷
で
の
思
い
出
と
、
軍
隊
へ
の
入
隊
を
決
意
し
て
か
ら
学
問
を
志
し
て
上
京
す
る
ま
で
の
、
少
年
期
の
回
想
の
形
を
と
る
。
次
の
資
料
は
、
主
人
公
沈
従
文
が
辰
州
の
靖
国
聯
軍
第
二
軍
に
入
隊
し
て
、
初
め
て
撒
樹
湾
に
「
清
郷
」
(
匪
賊
を
掃
討
す
る
た
め
の
派
兵
)
を
す
る
こ
と
に
な
っ
た
と
き
の
描
写
で
あ
る
が
、
地
域
の
有
力
者
の
歓
待
を
受
け
ら
れ
る
「
清
郷
」
は
、
彼
ら
に
と
っ
て
大
き
な
楽
。
し
み
で
あ
り
、
同
時
に
行
わ
れ
る
何
千
人
に
も
及
ぶ
移
し
い
数
の
殺
叩
裁
に
つ
い
て
も
、
何
ら
罪
悪
感
を
伴
わ
ず
に
、
む
し
ろ
誇
ら
し
く
描
写
さ
れ
て
い
る
。
。
拠
伝
説
快
要
滑
郷
去
了
，
大
家
莫
不
喜
形
子
色
。
[i]
這
一
次
我
伺
既
然
是
奉
命
来
到
這
裏
清
郷
，
因
此
沿
路
毎
毎
到
達
一
箇
築
盤
時
，
就
享
受
那
室
中
有
銭
地
主
郷
紳
用
蒸
鵡
肥
鵬
肉
款
待
。
[
]
}
一
天
路
程
中
我
伺
部
隊
又
死
去
了
両
箇
，
但
到
後
我
例
却
殺
了
那
地
方
人
将
近
一
千
。
懐
化
小
鎮
上
也
殺
了
近
七
百
人
。
[
:
・
]
地
方
人
民
既
異
常
蛮
惇
，
民
=
一
左
右
時
一
箇
黄
姓
的
辰
一
同
道
予
，
在
那
裏
殺
了
約
両
千
人
，
民
六
鈴
軍
司
令
王
暁
珊
在
那
裏
又
殺
了
三
千
詰
右
，
現
時
輪
到
我
例
的
軍
隊
作
這
種
事
，
前
後
不
過
殺
一
千
人
罷
了
!
こ
こ
に
は
、
大
量
殺
裁
に
対
す
る
た
め
ら
い
、
後
悔
な
ど
は
、
微
塵
も
感
じ
ら
れ
な
い
。
ま
た
、
暇
を
持
て
あ
ま
し
た
軍
人
た
ち
に
と
っ
て
は
、
処
刑
の
場
が
唯
一
の
娯
楽
で
あ
り
、
そ
れ
が
見
世
物
に
な
っ
て
い
た
こ
と
が
、
次
の
文
章
よ
り
看
取
さ
れ
る
。
。
我
例
部
隊
到
那
地
方
，
司
令
官
軍
法
官
除
了
殺
人
似
乎
無
別
的
事
可
作
。
我
伺
兵
士
除
了
看
殺
人
，
似
乎
也
是
没
有
什
摩
可
作
的
。
由
子
過
分
寂
実
，
殺
人
雄
不
是
一
種
雅
観
務
戯
，
本
部
隊
文
職
幕
僚
超
到
行
刑
地
去
墜
貨
這
種
事
情
的
実
在
復
不
乏
人
。
有
幾
箇
副
官
同
一
倍
上
校
参
謀
，
我
毎
次
到
場
時
，
他
伺
也
就
総
姑
在
那
椅
棚
上
看
熱
問
。
そ
の
諮
り
方
は
平
然
と
し
て
い
て
、
ユ
ー
モ
ラ
ス
で
さ
え
あ
り
、
混
乱
し
た
時
代
の
辺
境
の
軍
隊
で
は
、
人
が
死
ぬ
こ
と
は
、
ご
く
日
常
的
な
出
来
事
の
一
つ
と
な
っ
て
い
た
こ
と
が
読
み
取
れ
る
。
こ
う
し
た
彼
の
感
性
の
獲
得
は
、
幼
い
と
き
に
目
撃
し
た
辛
亥
革
命
で
の
苗
族
の
虐
殺
に
湖
る
。
そ
れ
は
、
西
北
の
苗
族
の
部
落
か
ら
捕
ら
え
ら
れ
て
来
た
も
の
は
、
皆
殺
し
に
さ
れ
た
と
い
う
ほ
ど
の
大
規
模
な
も
の
で
、
河
原
に
転
が
る
数
百
の
屍
体
を
、
彼
は
見
て
育
っ
た
。
叔
父
に
「
怖
く
な
い
か
」
と
尋
ね
ら
れ
て
、
「
怖
く
な
い
よ
」
と
答
え
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
そ
の
頃
は
、
子
供
も
屍
体
な
ど
恐
れ
ず
、
O
我
那
時
己
経
可
以
自
由
出
門
，
一
有
機
会
就
常
常
到
城
頭
上
去
看
対
河
殺
頭
。
毎
当
人
己
殺
過
超
不
及
看
那
一
欣
時
，
便
与
其
他
小
該
比
饗
眼
力
，
一
二
三
四
計
数
那
一
片
死
「
的
数
回
。
と
い
う
情
況
で
あ
っ
た
。
す
で
に
こ
の
と
き
、
殺
人
は
日
常
の
一
前
と
し
て
生
活
に
組
み
込
ま
れ
て
い
た
と
言
っ
て
よ
い
。
と
こ
ろ
で
、
同
じ
く
「
従
文
自
伝
」
に
見
ら
れ
る
次
の
記
述
は
、
い
ま
上
に
見
て
き
た
軍
隊
に
対
す
る
感
覚
と
は
、
い
さ
さ
か
異
な
る
よ
う
で
あ
る
。
。
我
在
那
地
方
約
一
年
零
四
箇
月
，
大
致
眼
看
殺
過
七
百
人
。
一
品
一
人
在
什
麿
情
形
下
被
拷
打
，
在
什
麿
状
態
下
被
把
頭
欣
下
，
我
可
以
説
全
部
憧
透
了
。
文
看
到
許
多
所
謂
人
類
倣
出
的
議
事
，
簡
直
無
従
説
起
。
這
一
分
経
験
在
我
心
上
有
了
一
笛
分
量
，
使
我
活
下
来
永
遠
不
能
同
城
市
中
人
愛
憎
感
覚
一
致
了
。
従
那
裏
以
及
其
他
一
些
地
方
，
我
看
了
些
平
常
人
不
看
過
的
菰
事
，
聴
了
些
平
常
人
不
聴
過
的
峨
声
，
且
嘆
了
晶
一
平
常
人
不
嘆
過
的
気
味
，
使
我
対
子
城
市
中
人
在
狭
窄
庸
儒
的
生
活
裏
産
生
的
作
人
善
悪
観
念
，
不
能
引
起
多
少
興
味
，
一
到
城
市
中
来
生
活
，
弄
得
憂
欝
孤
僻
不
象
箇
正
常
。
人
。
的
感
情
施。
こ
こ
で
は
、
語
り
手
が
、
軍
隊
で
の
経
験
を
自
己
形
成
に
お
け
る
決
既
定
的
な
局
面
と
捉
え
、
こ
の
経
験
に
よ
っ
て
「
城
市
」
の
人
と
の
人
仲
間
と
し
て
の
「
愛
憎
感
覚
」
や
「
善
悪
観
念
」
に
阻
館
が
生
じ
た
と
て
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
こ
の
語
り
手
は
、
軍
隊
が
人
間
性
を
破
壊
す
引
る
〈
負
V
の
組
織
で
あ
る
と
の
前
提
に
立
ち
、
こ
の
組
織
に
参
加
し
、
何
殺
人
行
為
を
繰
り
返
し
て
き
た
主
人
公
は
、
も
は
や
都
市
に
住
む
「
平
小
常
」
な
人
間
と
は
、
根
源
的
な
精
神
の
枠
組
み
に
お
い
て
完
全
に
は
割
共
鳴
し
え
な
い
と
い
う
認
識
を
獲
得
し
た
よ
う
に
描
か
れ
て
い
る
。
却
し
か
し
な
が
ら
、
大
量
殺
人
は
、
本
来
軍
隊
と
い
う
組
織
に
と
っ
て
雌
の
自
己
目
的
的
行
為
で
あ
り
、
軍
隊
が
正
常
に
機
能
し
、
そ
の
目
的
を
果
し
て
い
る
と
い
う
点
に
お
い
て
は
、
人
を
殺
す
と
い
う
事
柄
自
叩
体
に
は
何
ら
問
題
が
な
い
と
言
わ
な
げ
れ
ば
な
ら
な
い
。
処
刑
を
日
常
的
な
風
景
と
し
て
何
の
抵
抗
も
な
く
受
付
入
れ
て
い
る
感
性
こ
そ
が
、
軍
隊
で
の
一
般
的
な
精
神
の
あ
り
方
で
あ
ろ
う
。
語
り
手
が
、
軍
隊
に
お
け
る
殺
人
を
特
殊
な
事
柄
と
捉
え
、
も
は
や
「
平
常
」
な
神
経
に
は
立
ち
返
れ
ぬ
と
し
て
い
る
の
は
、
じ
つ
は
軍
隊
が
破
壊
し
続
け
て
き
た
〈
人
間
性
v
を
尊
重
し
、
そ
れ
こ
そ
を
「
平
常
」
な
も
の
で
あ
る
と
す
る
、
別
の
あ
る
枠
組
み
に
触
れ
た
か
ら
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
そ
れ
は
、
彼
が
「
平
凡
で
臆
病
」
だ
と
違
和
感
を
訴
え
る
所
の
「
城
市
」
、
す
な
わ
ち
近
代
化
さ
れ
た
社
会
の
枠
組
み
な
の
で
あ
る
。
乙
う
し
た
軍
隊
像
や
〈
人
間
性
〉
は
、
近
代
的
な
社
会
に
接
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
初
め
て
獲
得
す
る
こ
と
の
で
き
る
概
念
で
あ
る
。
ま
た
、
兵
士
は
、
軍
隊
と
い
う
組
織
の
中
で
規
律
に
縛
ら
れ
な
が
ら
、
集
団
を
維
持
し
て
い
く
が
、
軍
隊
の
周
辺
に
は
、
蓄
積
す
る
個
人
の
欲
望
の
は
け
口
も
制
度
と
し
て
存
在
し
て
い
た
。
「
従
文
自
伝
」
に
は
、
売
笑
窟
を
描
い
た
場
面
も
あ
る
。
。
那
箇
畑
館
門
前
常
常
坐
了
一
箇
年
紀
四
十
来
歳
的
婦
人
，
扇
扇
的
股
上
擦
了
彼
厚
一
層
粉
，
眉
毛
持
得
細
細
的
，
故
意
把
五
格
子
染
緑
的
家
機
布
梅
子
掴
審
高
高
約
，
露
出
下
面
水
紅
色
洋
抹
子
来
。
見
兵
士
同
火
侠
過
身
時
，
就
把
験
掠
向
裏
面
，
看
也
不
看
，
表
示
正
派
貞
静
。
若
過
身
的
穿
着
長
衣
或
是
箪
官
，
地
便
彼
巧
妙
的
倣
一
箇
眼
風
，
把
嚇
角
略
動
，
旦
故
意
婿
声
矯
気
城
叫
屋
中
男
子
為
抽
倣
点
事
情
。
我
同
兵
士
走
過
身
時
，
只
見
地
的
背
影
，
同
営
副
走
過
時
，
就
看
到
地
的
正
面
了
。
這
点
富
子
人
性
的
姿
態
，
我
当
時
就
彼
能
欣
賞
。
注
意
102 
到
這
些
時
，
始
終
没
有
丑
悪
的
感
覚
，
只
党
得
這
是
砂
人
。
的
事
情
b
我
一
生
活
下
来
，
太
熟
習
這
些
H
人
。
的
事
情
花
。
客
引
き
を
す
る
娼
婦
の
人
間
性
に
富
ん
だ
姿
に
、
語
り
手
は
「
人
間
の
事
」
を
学
ん
だ
と
し
て
い
る
。
も
と
よ
り
、
こ
れ
は
い
さ
さ
か
一
方
的
な
見
方
で
は
あ
る
。
春
を
習
い
で
生
活
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
の
娼
婦
た
ち
に
も
、
さ
ま
ざ
ま
な
悲
哀
が
あ
っ
た
は
ず
で
あ
り
、
た
と
え
ば
「
丈
夫
」
(
一
九
三
O
)
に
は
、
生
活
の
た
め
に
、
夫
が
新
婚
の
妻
に
売
笑
婦
と
し
て
客
を
取
ら
せ
る
風
習
が
描
か
れ
て
い
る
。
軍
隊
と
は
、
社
会
権
力
の
維
持
の
た
め
に
自
己
を
押
し
殺
す
、
反
欲
望
あ
る
い
は
禁
欲
の
組
織
の
は
ず
で
あ
っ
た
。
移
し
い
殺
裁
の
風
景
の
描
写
は
、
そ
う
し
た
軍
隊
の
本
来
の
機
能
を
示
し
て
い
る
も
の
の
、
沈
従
文
が
売
笑
窟
に
〈
人
間
性
〉
を
見
出
し
た
よ
う
に
、
「
従
文
自
伝
」
に
表
象
さ
れ
る
軍
隊
像
は
、
時
と
し
て
〈
負
〉
か
ら
〈
正
〉
へ
、
あ
る
い
は
〈
正
〉
か
ら
〈
負
〉
へ
と
転
倒
す
る
こ
と
が
あ
る
。
そ
し
て
軍
隊
に
よ
っ
て
自
ら
の
人
格
が
形
成
さ
れ
た
と
い
う
、
言
わ
ば
回
帰
す
べ
き
対
象
と
し
て
の
軍
隊
の
側
面
が
、
同
時
に
表
れ
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。
移
し
い
殺
裁
や
戦
争
の
描
写
が
見
ら
れ
る
一
方
、
古
き
好
き
時
代
と
し
て
の
軍
隊
の
描
写
や
、
あ
る
い
は
売
笑
窟
な
ど
軍
隊
に
付
属
す
る
快
楽
の
制
度
の
存
在
に
よ
っ
て
、
軍
隊
が
沈
従
文
に
と
っ
て
の
理
想
郷
と
見
分
け
が
つ
か
な
く
な
る
こ
と
が
あ
る
の
で
あ
司
令
。
。
原
来
逗
女
匪
早
就
応
当
殺
頭
的
。
雌
然
長
得
体
面
標
致
，
可
是
為
人
著
名
毒
疎
。
愛
慕
地
的
軍
官
雄
多
，
誰
也
不
敢
接
近
地
，
誰
也
不
敢
保
釈
他
。
只
因
為
抽
還
有
七
十
支
槍
埋
到
地
下
，
誰
也
不
知
道
這
些
軍
械
埋
蔵
処
。
照
当
時
市
価
，
這
一
批
武
器
将
近
値
一
万
塊
銭
，
不
是
一
箇
小
数
目
。
因
此
，
尽
想
設
法
把
地
所
有
的
槍
支
誘
扇
出
来
，
子
是
把
地
拘
留
起
来
，
且
在
生
活
上
待
地
和
任
何
犯
人
不
問
。
這
弁
目
知
道
了
這
件
事
，
又
同
川
軍
排
長
相
熟
，
就
常
過
那
辺
去
。
与
女
人
熱
識
後
，
却
告
給
女
人
，
他
也
選
有
六
十
支
槍
埋
在
湖
南
辺
境
上
，
要
想
法
保
抽
出
来
，
一
同
把
槍
支
掘
出
上
山
落
草
，
就
可
以
天
不
伯
地
不
伯
在
山
上
倣
大
王
活
過
下
半
世
。
女
人
信
託
了
他
，
夜
裏
在
獄
中
両
人
便
親
近
過
了
一
次
。
這
事
被
軍
官
発
現
後
，
因
此
這
女
人
第
二
天
一
早
，
便
為
川
軍
草
出
去
欣
下
。
こ
れ
は
、
懐
化
鎮
の
駐
屯
地
で
、
「
大
王
」
と
呼
ば
れ
る
山
賊
挙
が
り
の
兵
士
が
、
密
か
に
捕
虜
の
女
匪
と
通
じ
た
こ
と
が
発
覚
し
て
、
翌
朝
こ
の
女
匪
が
処
刑
さ
れ
る
場
面
で
あ
る
。
と
の
女
匪
を
死
に
至
ら
し
め
た
の
は
、
じ
つ
は
彼
女
に
対
し
て
欲
望
を
抱
い
て
い
な
が
ら
近
づ
く
こ
と
の
出
来
な
か
っ
た
他
の
兵
士
た
ち
の
嫉
妬
と
や
っ
か
み
な
の
で
あ
り
、
そ
の
た
め
に
、
こ
の
の
ち
「
大
王
」
と
い
う
兵
士
も
処
刑
さ
れ
る
と
と
に
な
る
。
こ
の
場
面
は
、
軍
隊
と
理
想
郷
と
が
沈
従
文
作
品
の
中
で
実
は
表
裏
一
体
を
な
す
こ
と
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
女
匪
の
処
刑
の
描
写
に
よ
っ
て
、
読
み
手
は
、
理
想
郷
的
側
面
の
軍
隊
か
ら
、
ふ
た
た
び
〈
負
〉
の
軍
隊
に
引
き
戻
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。
以
上
の
こ
と
か
ら
分
か
る
よ
う
に
、
「
従
文
自
伝
」
で
は
、
一
つ
の
作
品
中
に
お
い
て
、
軍
隊
が
正
の
局
面
を
も
ち
な
が
ら
、
同
時
に
負
の
局
面
を
も
備
え
る
、
両
義
性
を
持
つ
も
の
と
し
て
描
か
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
こ
か
ら
は
、
〈
正
〉
で
あ
っ
た
軍
隊
に
対
す
る
価
値
観
が
、
や
が
て
〈
負
〉
の
軍
隊
に
転
換
し
て
行
く
過
程
が
、
窺
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
「
従
文
自
伝
」
は
、
沈
従
文
の
軍
隊
観
の
転
換
点
に
立
つ
作
品
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
移
動
す
る
軍
隊
と
郷
村
「
辺
城
」
を
例
と
し
て
即
断
と
こ
ろ
で
、
軍
隊
の
も
つ
、
も
う
一
つ
の
重
要
な
性
質
は
、
そ
れ
仲
が
移
動
す
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
軍
隊
は
自
己
完
結
的
な
集
団
で
ぺ
あ
り
、
言
わ
ば
一
つ
の
小
世
界
を
形
作
る
が
、
そ
の
小
世
界
が
各
地
目
を
移
動
す
る
と
き
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
作
用
を
伴
う
。
そ
し
て
、
金
文
約
京
氏
が
指
摘
さ
れ
る
よ
う
に
、
軍
隊
と
い
う
完
結
し
た
空
間
の
移
動
伽
は
、
同
時
に
文
化
の
移
動
と
い
う
乙
と
で
も
あ
っ
泊
。
沈
従
文
の
軍
岬
隊
小
説
は
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
短
縮
で
、
軍
隊
生
活
に
お
げ
る
風
景
文
の
紹
介
と
い
う
形
式
を
と
る
の
で
あ
る
が
、
そ
の
な
か
で
も
っ
と
も
出
代
表
的
な
作
品
で
あ
る
「
従
文
自
伝
」
で
は
、
主
人
公
の
所
属
す
る
ω
部
隊
が
、
言
わ
ば
、
世
界
の
〈
縮
減
模
型
V
と
も
言
う
べ
き
小
世
界
ー
を
形
成
し
つ
つ
、
広
範
囲
に
各
地
を
移
動
す
る
の
で
あ
る
。
こ
の
作
品
は
、
主
人
公
の
幼
児
期
か
ら
少
年
期
に
か
げ
て
の
回
想
の
物
語
で
あ
る
。
全
体
と
し
て
は
過
去
を
ふ
り
か
え
る
形
、
す
な
わ
ち
外
側
か
ら
世
界
を
眺
め
る
視
点
で
描
か
れ
て
い
る
が
、
各
場
面
で
、
主
人
公
は
、
同
時
代
的
に
そ
の
軍
隊
に
参
加
も
す
る
の
で
、
そ
の
世
界
の
内
側
に
入
り
込
ん
だ
存
在
で
も
あ
る
。
外
側
か
ら
回
想
す
る
立
場
に
立
て
ば
、
読
み
手
は
、
各
地
を
転
々
と
す
る
〈
縮
減
模
型
〉
で
あ
る
軍
隊
を
あ
た
か
も
掌
に
乗
せ
る
よ
う
に
術
敵
で
き
る
。
一
方
ま
た
主
人
公
が
軍
隊
に
参
加
し
て
周
囲
の
情
況
に
対
応
し
て
い
る
と
き
に
は
、
読
み
手
も
自
ら
軍
隊
と
い
う
世
界
に
溶
け
込
ん
で
、
こ
れ
と
一
体
と
な
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
「
従
文
自
伝
」
に
お
け
る
軍
隊
の
移
動
を
図
示
す
れ
ば
、
以
下
の
よ
う
に
な
る
。
辰
州
(
即
院
陵
)
↓
(
主
江
に
「
清
郷
」
)
↓
懐
化
↓
辰
州
↓
(
除
隊
さ
れ
て
一
旦
家
に
帰
っ
た
後
、
況
州
↓
常
徳
↓
辰
州
と
転
々
)
↓
(
軍
隊
に
復
帰
)
保
靖
↓
(
湖
南
辺
境
の
茶
桐
↓
貴
州
辺
境
の
松
桃
↓
四
川
辺
境
の
秀
山
を
経
由
)
↓
四
川
竜
揮
↓
四
川
東
部
↓
湖
西
↓
除
隊
こ
れ
に
対
し
て
、
「
従
文
自
伝
」
以
前
の
枕
従
文
の
軍
隊
小
説
は
、
単
な
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
の
集
積
で
あ
っ
た
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
そ
れ
ら
は
、
確
か
に
軍
隊
の
一
面
を
描
い
て
は
い
た
が
、
「
従
文
自
伝
」
で
は
、
こ
れ
に
「
移
動
す
る
軍
隊
」
と
い
う
視
点
が
加
わ
っ
た
。
「
従
文
自
伝
」
4
が
軍
隊
小
説
の
代
表
的
作
品
と
さ
れ
る
の
は
、
そ
れ
が
自
伝
文
学
-
m
伝
記
文
学
と
し
て
極
め
て
充
実
し
て
い
る
た
め
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
創
作
の
採
っ
た
「
自
伝
」
と
い
う
ジ
ャ
ン
ル
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
機
会
を
改
め
て
論
じ
た
い
と
考
え
る
が
、
加
え
て
、
こ
の
自
在
に
変
化
す
る
視
点
を
獲
得
し
た
こ
と
こ
そ
、
「
従
文
自
伝
」
自
体
の
文
芸
的
達
成
で
あ
る
と
言
う
こ
と
も
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
沈
従
文
に
見
ら
れ
る
移
動
す
る
軍
隊
と
い
う
視
点
は
、
実
は
湖
南
省
湘
西
地
方
の
、
少
数
民
族
苗
族
の
風
習
や
、
田
園
の
風
物
を
描
い
た
作
品
中
に
も
色
濃
い
影
響
を
与
え
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
郷
土
文
学
の
小
説
家
と
し
て
の
特
徴
が
最
も
よ
く
現
れ
て
い
る
、
こ
れ
ら
の
「
湘
西
小
説
」
の
中
に
も
、
軍
隊
の
影
響
が
窺
え
る
も
の
が
多
数
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
典
型
と
思
わ
れ
る
も
の
が
「
辺
城
」
で
あ
る
。
「
辺
城
」
の
舞
台
は
、
湘
西
の
茶
嗣
と
い
う
苗
族
の
集
落
で
あ
る
。
茶
嗣
は
、
五
四
運
動
以
来
の
近
代
化
の
影
響
を
受
け
る
乙
と
が
ほ
と
ん
ど
な
く
、
住
民
が
昔
か
ら
乙
の
閉
ざ
さ
れ
た
空
間
の
中
で
生
活
し
て
き
た
と
恩
わ
れ
る
よ
う
な
辺
境
の
地
で
あ
る
純
、
こ
の
地
域
に
も
す
で
に
軍
隊
が
駐
屯
し
て
い
て
、
し
か
も
地
域
の
日
常
生
活
の
中
に
「
ま
る
で
存
在
し
な
い
か
の
よ
う
に
」
溶
げ
込
ん
で
い
る
こ
と
が
、
次
の
文
章
よ
り
窺
わ
れ
る
。
O
這
地
方
城
中
只
駐
筋
一
営
由
昔
年
緑
営
屯
丁
改
編
而
成
的
成
兵
，
及
五
百
家
左
右
的
住
戸
。
(
摺
福
島
一
住
戸
中
，
除
了
一
部
分
擁
有
了
晶
一
山
田
同
池
坊
，
或
放
帳
屯
油
，
屯
米
，
屯
棉
紗
的
小
資
本
家
外
，
其
余
名
数
皆
為
当
年
屯
成
来
此
有
軍
籍
的
人
家
。
)
地
方
還
有
箇
麓
金
局
，
弁
事
機
関
在
域
外
河
街
下
面
小
廟
裏
，
経
常
掛
着
一
面
長
長
的
幡
信
。
局
長
則
住
在
城
中
。
一
営
兵
士
駐
街
老
参
将
街
門
，
除
了
号
兵
毎
天
上
城
吹
号
玩
，
使
人
知
道
這
裏
還
駐
有
軍
隊
以
外
，
其
余
兵
士
皆
佑
仰
並
不
存
極
。
そ
し
て
、
こ
の
物
語
の
中
に
、
直
接
外
部
か
ら
の
悶
入
者
と
し
て
現
れ
る
の
が
、
主
人
公
翠
翠
の
父
親
の
兵
士
で
あ
る
。
0
女
該
子
的
母
親
，
老
船
夫
的
独
生
女
，
十
五
年
前
同
一
箇
茶
嗣
軍
人
，
彼
秘
密
的
背
着
那
忠
厚
告
告
発
生
了
暖
昧
関
係
。
有
了
小
該
子
後
，
這
屯
成
軍
土
便
想
約
了
地
一
同
向
下
瀞
逃
去
。
但
従
逃
走
的
行
為
上
看
来
，
一
箇
違
惇
了
軍
人
的
責
任
，
一
箇
却
必
得
難
関
孤
独
的
父
親
。
経
過
一
番
考
慮
後
，
軍
人
見
地
無
遠
走
勇
気
，
自
己
也
不
便
段
去
作
軍
人
的
名
誉
，
就
心
想
・
・
一
同
去
生
既
無
法
衆
首
，
一
同
去
死
当
無
人
可
以
阻
揃
，
首
先
服
了
務
。
こ
の
兵
士
は
、
部
落
の
少
数
民
族
の
娘
と
結
ば
れ
、
や
が
て
翠
翠
と
い
う
少
女
が
生
ま
れ
る
。
二
人
は
前
途
を
悲
観
し
て
心
中
し
て
し
ま
う
た
め
、
残
さ
れ
た
翠
翠
は
、
渡
し
守
の
祖
父
に
育
て
ら
れ
る
。
全
体
を
通
し
て
、
軍
人
が
直
接
物
語
に
関
わ
る
の
は
、
こ
の
一
箇
所
の
み
で
あ
る
。
し
か
し
こ
の
一
箇
所
か
ら
、
閉
ざ
さ
れ
た
空
間
で
あ
る
茶
胴
の
背
後
に
あ
っ
て
、
移
動
し
超
越
的
に
こ
れ
に
働
き
か
砂
る
存
在
と
し
て
の
軍
隊
の
影
を
窺
う
こ
と
が
で
き
る
。
そ
し
て
、
軍
隊
の
も
た
ら
し
た
も
の
を
宿
命
的
に
背
負
っ
て
生
き
て
い
か
ね
ば
な
ら
な
い
存
在
と
し
て
の
形
象
が
、
翠
翠
で
あ
る
。
物
語
は
、
翠
翠
と
、
茶
畑
の
青
年
と
の
愛
情
を
中
心
に
展
開
さ
れ
て
行
く
が
、
こ
の
恋
愛
の
物
語
自
体
が
、
軍
隊
と
い
う
組
織
が
も
た
ら
し
た
も
の
で
あ
る
と
考
え
る
こ
と
が
可
能
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
そ
の
と
き
、
茶
胴
へ
の
出
入
口
と
し
て
の
機
能
、
す
な
わ
ち
茶
胴
と
、
外
部
の
空
間
と
の
〈
結
合
〉
と
〈
分
割
〉
の
機
能
を
果
た
し
て
い
る
の
が
「
碧
渓
岨
」
と
呼
ば
れ
る
渡
し
場
で
あ
泊
。
乙
の
地
の
人
聞
は
、
集
落
内
部
と
外
と
を
、
渡
し
場
か
ら
渡
し
舟
で
往
来
す
る
。
こ
の
渡
し
場
で
、
翠
翠
の
良
心
的
野
な
祖
父
が
、
ほ
と
ん
ど
金
も
取
ら
ず
に
何
年
も
渡
し
守
を
し
て
生
活
伸
し
て
い
る
。
翠
翠
は
、
茶
桐
と
外
部
と
の
分
岐
点
で
成
長
し
た
の
で
ぺ
あ
る
。
さ
ら
に
、
次
の
資
料
は
、
「
従
文
自
伝
」
の
記
述
で
あ
る
。
沈
口
従
文
の
語
る
と
こ
ろ
に
よ
れ
ば
、
彼
の
部
隊
が
保
靖
か
ら
四
川
東
部
動
へ
移
動
す
る
途
次
の
、
「
少
な
か
ら
ぬ
経
験
」
に
よ
っ
て
「
辺
城
」
は
剛
生
ま
れ
た
と
言
う
。
次
に
挙
げ
る
文
章
は
、
移
動
す
る
軍
隊
が
「
辺
岬
城
」
と
い
う
物
語
を
生
み
出
し
た
と
い
う
こ
と
を
示
す
、
作
品
外
よ
触
り
す
る
一
つ
の
傍
証
と
な
る
と
思
わ
れ
る
。
沈105 
。
這
次
路
上
増
加
了
我
新
鮮
経
験
不
少
，
過
了
昌
一
用
竹
木
編
成
的
渡
筏
，
那
晶
一
渡
筏
，
在
静
静
渓
水
中
静
動
，
両
岸
全
是
爽
竹
林
高
山
，
給
人
無
比
幽
静
的
感
覚
。
十
年
後
還
在
我
的
記
憶
裏
，
僅
其
鮮
明
占
拠
了
一
箇
位
置
。
※
[
※
自
注
]
〈
辺
城
V
即
由
此
写
施
。
こ
の
よ
う
に
、
沈
従
文
の
湘
西
小
説
は
、
軍
隊
を
通
し
て
考
え
れ
ば
、
そ
れ
自
体
が
五
回
以
来
の
近
代
化
の
枠
組
み
か
ら
派
生
し
た
も
の
で
あ
る
と
言
う
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
小
島
久
代
氏
は
、
沈
従
文
自
身
の
用
語
を
用
い
、
「
常
」
(
自
然
と
と
も
に
あ
っ
た
湘
西
の
生
活
)
を
指
向
し
た
「
辺
城
」
に
対
し
て
、
背
景
や
登
場
人
物
な
ど
の
舞
台
装
置
を
そ
の
ま
ま
に
、
時
間
だ
け
を
一
九
三
六
年
の
時
点
に
移
し
た
も
の
が
「
長
河
」
(
一
九
四
二
年
序
、
四
八
年
初
版
)
で
あ
る
と
指
摘
さ
れ
話
。
「
長
河
」
で
は
、
湘
西
地
方
の
情
況
が
、
「
常
」
か
ら
「
変
」
(
近
代
文
明
の
侵
入
が
も
た
ら
し
た
荒
廃
)
に
転
換
す
る
様
子
が
窺
え
る
。
「
長
河
」
に
つ
い
て
、
こ
こ
で
詳
し
く
触
れ
る
紙
幅
を
持
た
な
い
が
、
こ
れ
ま
で
述
べ
来
っ
た
ご
と
く
、
常
H
理
想
郷
的
世
界
を
描
い
た
は
ず
の
「
辺
城
」
に
お
い
て
も
、
軍
隊
を
通
し
て
辺
境
の
集
落
に
は
す
で
に
「
変
」
の
影
が
き
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
「
常
」
と
「
変
」
と
い
う
形
で
、
こ
の
変
化
を
二
項
対
立
的
な
概
念
と
し
て
据
え
る
の
は
、
沈
従
文
自
身
も
含
め
て
、
我
々
の
今
日
的
な
枠
組
み
に
依
拠
し
た
姿
勢
で
あ
る
と
言
え
る
。
む
し
ろ
「
長
河
」
は
「
辺
城
」
の
延
長
線
上
に
位
置
を
占
め
る
の
で
あ
り
、
「
辺
城
」
と
「
長
河
」
と
の
聞
に
は
、
し
だ
い
に
近
代
化
の
枠
組
み
が
、
湘
西
地
方
と
い
う
理
想
6
郷
的
世
界
を
侵
蝕
し
て
行
く
過
程
が
連
続
し
て
描
か
れ
て
い
る
と
考
叩
え
た
い
。
ま
た
、
こ
の
よ
う
に
考
え
る
と
、
「
辺
城
」
を
初
め
と
す
る
沈
従
文
の
湘
西
小
説
は
、
必
ず
し
も
(
人
間
性
が
す
で
に
失
わ
れ
て
し
ま
っ
た
)
近
代
社
会
に
対
立
す
る
理
想
郷
と
い
う
、
ア
・
プ
リ
オ
リ
に
存
在
す
る
対
立
概
念
に
従
っ
て
書
か
れ
た
も
の
で
は
な
く
、
そ
う
し
た
見
方
は
、
今
日
の
社
会
の
枠
組
み
に
触
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
は
じ
め
て
創
造
さ
れ
た
視
点
で
あ
り
、
近
代
社
会
に
よ
る
郷
村
の
発
見
の
結
果
で
あ
る
と
い
う
と
と
が
読
み
取
れ
る
で
あ
ろ
う
。
沈
従
文
の
創
作
に
お
い
て
は
、
む
し
ろ
湘
西
地
方
の
中
を
移
動
す
る
近
代
社
会
の
母
型
と
し
て
の
軍
隊
こ
そ
が
、
の
ち
に
郷
土
文
学
と
分
類
さ
れ
る
彼
の
重
要
な
契
機
と
な
っ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
そ
し
て
「
辺
城
」
は
、
そ
の
創
作
時
期
が
「
従
文
自
伝
」
と
ほ
ぽ
重
な
り
、
そ
こ
に
見
え
る
軍
隊
像
は
、
い
ま
だ
〈
負
〉
の
軍
隊
で
は
な
い
。
後
の
沈
従
文
の
軍
隊
観
の
転
換
に
伴
っ
て
、
湘
西
地
方
を
描
い
た
小
説
も
、
し
だ
い
に
「
辺
城
」
的
世
界
か
ら
、
否
定
的
な
軍
隊
像
を
描
い
た
「
長
河
」
的
世
界
へ
と
変
化
し
て
行
く
よ
う
に
見
え
る
。
四
軍
隊
と
「
近
代
」
1
湘
西
地
方
へ
の
「
五
四
」
の
流
入
そ
れ
で
は
、
「
従
文
自
伝
」
の
中
で
は
、
主
人
公
の
生
活
す
る
湖
南
省
湘
西
地
方
に
は
、
ど
の
よ
う
に
五
四
時
期
の
パ
ラ
ダ
イ
ム
が
浸
透
し
て
い
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
最
後
に
、
こ
の
問
題
を
軍
隊
と
の
関
わ
り
を
通
し
て
見
て
み
た
い
と
思
う
。
最
も
重
要
な
輸
送
手
段
で
あ
る
鉄
道
は
、
こ
の
当
時
重
要
な
幹
線
で
あ
る
卑
漢
鉄
道
湖
南
省
内
線
が
開
通
し
、
鉄
道
敷
設
事
業
は
、
湖
【
初
}
南
全
省
の
経
済
が
か
か
わ
る
重
要
問
題
と
認
識
さ
れ
て
い
た
。
次
の
資
料
は
、
こ
の
時
期
、
湖
南
省
に
お
い
て
軍
隊
の
税
収
が
増
加
し
、
所
謂
「
連
省
自
治
」
(
各
省
を
単
位
と
し
た
地
方
政
治
に
お
け
る
民
主
変
革
運
動
で
、
省
憲
法
制
定
な
ど
を
経
て
一
種
の
連
邦
制
国
家
を
樹
立
す
る
こ
と
を
目
指
し
た
運
動
)
の
機
運
が
高
揚
し
て
い
た
乙
と
も
重
な
っ
て
、
湘
西
地
区
に
も
産
業
が
興
さ
れ
た
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
る
。
棉
業
・
養
蚕
・
機
械
な
ど
の
各
種
の
学
校
が
置
か
れ
、
流
通
機
構
も
完
成
し
、
近
代
社
会
を
構
成
す
る
た
め
の
さ
ま
ざ
ま
な
制
度
が
整
っ
て
来
た
こ
と
が
、
こ
こ
か
ら
看
取
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
。
本
軍
既
多
了
一
品
一
税
収
，
郷
長
会
議
復
決
定
了
発
行
紗
票
的
議
案
，
金
融
集
中
到
本
市
，
因
此
本
地
頓
呈
現
空
前
的
繁
栄
。
為
了
郷
自
治
的
決
議
案
，
各
県
皆
擬
款
簿
弁
各
種
学
校
，
同
時
造
就
師
資
，
文
決
定
了
派
送
学
生
出
省
或
本
省
学
習
的
弁
法
。
凡
学
棉
業
、
蚕
桑
、
機
械
、
師
範
，
以
及
其
他
適
子
建
設
的
学
生
，
在
相
当
考
試
下
，
皆
可
由
公
家
補
助
外
出
就
学
。
若
慰
入
本
省
軍
官
学
校
，
人
既
在
本
部
任
職
，
只
要
有
意
思
前
去
，
既
可
臨
時
改
委
一
少
尉
街
送
表
。
笹
川
裕
史
氏
は
、
一
九
二
0
年
代
に
連
省
自
治
論
が
再
燃
し
た
理
由
に
つ
い
て
、
軍
閥
混
戦
の
深
ま
り
と
と
も
に
、
五
四
運
動
に
よ
る
国
民
nv
民
の
政
治
意
識
の
高
ま
り
を
あ
げ
て
い
る
が
、
そ
う
で
あ
れ
ば
こ
そ
、
沈
従
文
に
と
っ
て
軍
隊
は
、
湘
西
地
方
の
一
風
景
で
は
な
く
、
湖
南
の
辺
境
の
地
に
五
四
新
文
化
を
も
た
ら
す
装
置
だ
っ
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
と
恩
わ
れ
る
。
軍
隊
の
税
収
の
伸
び
に
支
え
ら
れ
て
、
さ
ら
に
産
業
の
育
成
が
図
ら
れ
た
。
次
に
示
す
資
料
に
見
る
よ
う
に
、
軍
閥
の
指
導
の
も
と
、
湘
西
地
方
の
自
治
が
試
行
さ
れ
、
保
靖
地
方
に
も
学
校
・
営
林
場
・
工
場
な
ど
が
建
設
さ
れ
る
。
そ
し
て
軍
閥
有
力
者
に
よ
っ
て
作
ら
れ
た
湘
西
の
議
会
の
承
認
に
よ
り
、
新
た
に
こ
の
地
に
新
聞
社
も
設
立
さ
れ
た
。
野中てしつ説隊軍の文従沈107 
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那
時
候
軍
閥
間
暫
時
休
戦
，
。
連
省
自
治
。
的
ロ
号
城
得
極
響
，
o
兵
工
築
路
墾
荒
ヘ
，
弁
学
校
ヘ
。
興
実
業
ヘ
幾
箇
題
目
正
給
許
多
人
在
京
、
福
及
各
省
報
紙
上
討
論
。
[
・
]
不
久
就
在
保
靖
地
方
設
立
了
一
笛
師
範
講
習
所
，
一
筒
連
合
模
範
中
学
，
一
箇
中
級
女
学
，
一
箇
職
業
女
学
，
一
箇
模
範
林
場
。
男
外
遼
組
織
了
六
箇
工
廠
。
本
地
文
原
有
一
箇
軍
官
学
校
，
-
箇
学
兵
教
練
営
。
再
加
上
六
千
左
右
的
軍
農
隊
。
学
校
教
師
与
工
廠
技
師
，
全
部
由
長
沙
腸
来
，
因
此
地
方
就
燦
然
有
了
一
一
種
出
刷
新
的
気
象
。
此
外
為
促
進
郷
治
的
実
現
与
実
施
，
還
簿
備
了
箇
定
期
刊
物
，
置
弁
了
一
部
大
印
報
機
，
設
立
了
一
箇
報
館
。
這
報
館
首
先
印
行
的
便
是
〈
郷
治
条
例
》
与
各
種
規
陣
。
主
人
公
沈
従
文
は
、
軍
関
か
ら
乙
の
新
聞
社
に
派
遣
さ
れ
、
ひ
と
り
の
印
刷
工
と
同
僚
に
な
る
。
こ
の
印
刷
工
は
、
五
四
運
動
の
影
響
を
受
け
た
進
歩
的
な
男
で
、
彼
か
ら
近
代
的
な
社
会
の
様
子
に
つ
い
て
の
、
さ
ま
ざ
ま
な
情
報
と
知
識
を
与
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
う
し
て
作
ら
れ
た
学
校
・
工
場
な
ど
の
設
備
は
、
近
代
的
な
社
会
を
構
成
す
る
た
め
の
〈
規
律
〉
の
設
備
で
あ
る
。
と
く
に
工
場
は
、
資
本
主
義
的
な
生
産
形
態
の
も
と
、
労
働
者
の
身
体
を
規
制
し
、
「
組
-
M
M
}
 
織
的
労
働
」
と
い
う
概
念
を
軍
隊
に
模
倣
し
た
と
も
一
盲
わ
れ
る
。
注
意
す
べ
き
は
、
こ
う
し
た
近
代
化
が
、
湘
西
地
方
に
お
い
て
は
、
技
術
的
に
も
、
財
政
的
に
も
軍
閥
の
指
導
の
も
と
に
始
め
ら
れ
、
運
営
さ
れ
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
沈
従
文
に
お
け
る
軍
隊
が
、
辺
境
の
郷
村
と
近
代
社
会
と
の
接
点
で
あ
り
、
そ
し
て
こ
の
軍
隊
は
、
湖
南
省
湘
西
地
方
に
お
い
て
、
近
代
社
会
の
母
型
を
形
成
し
て
い
た
と
い
う
こ
と
が
、
こ
こ
か
ら
も
窺
え
る
で
あ
ろ
う
。
さ
ら
に
、
活
字
媒
体
の
流
入
は
、
湖
南
の
近
代
化
の
程
度
を
は
か
る
大
き
な
指
標
と
な
る
と
思
わ
れ
る
。
「
従
文
自
伝
」
に
具
体
的
に
名
前
の
見
え
る
活
字
媒
体
を
追
っ
て
み
よ
う
。
主
人
公
沈
従
文
は
、
靖
国
聯
軍
第
二
軍
の
書
記
と
し
て
辰
州
に
駐
在
し
て
い
た
折
、
同
僚
の
文
と
い
う
司
令
官
の
秘
書
か
ら
新
聞
『
申
報
』
を
読
む
こ
と
を
教
え
ら
れ
、
定
期
購
読
す
る
よ
う
に
な
る
。
こ
の
『
申
報
』
の
副
刊
「
自
由
談
」
は
、
魯
迅
・
茅
盾
な
ど
、
左
連
を
中
心
と
し
た
左
翼
的
な
文
学
者
や
、
章
嫡
麟
・
呉
稚
暗
・
林
語
堂
な
ど
、
幅
広
い
立
場
の
知
識
8
人
に
執
筆
の
場
を
提
供
し
て
い
た
こ
と
で
知
ら
れ
る
。
さ
ら
に
、
沈
ω
従
文
は
、
先
の
印
削
工
を
通
し
て
、
『
改
造
』
『
創
造
周
報
』
『
新
潮
』
と
い
っ
た
、
当
時
文
学
結
社
が
発
行
し
て
い
た
機
関
誌
の
名
前
を
知
る
の
で
あ
る
。
O
這
印
刷
工
人
倒
是
箇
有
趣
味
的
人
物
。
[
:
・
]
雄
只
是
箇
工
人
，
却
因
為
在
長
沙
地
方
得
風
気
之
先
，
由
子
H
五
回
。
運
動
的
影
響
，
成
了
箇
進
歩
工
人
。
[
]
他
告
了
我
是
〈
改
造
》
以
後
，
我
又
問
他
那
〈
超
人
》
是
什
麿
東
西
。
[
:
]
子
是
他
一
句
話
不
説
，
又
把
剛
清
理
好
的
一
巻
《
創
造
周
報
V
推
到
我
面
前
来
，
意
思
好
象
只
要
我
一
看
就
会
明
白
似
的
，
若
不
看
，
他
縦
説
也
説
不
明
白
。
看
了
一
会
，
我
記
着
了
幾
箇
人
的
名
担
。
資
料
に
見
え
る
謝
泳
心
の
短
編
小
説
「
超
人
」
も
ま
た
、
五
四
新
思
潮
の
代
表
作
の
一
つ
で
あ
る
。
ま
た
、
沈
従
文
は
、
あ
る
い
は
創
造
社
の
機
関
紙
『
創
造
週
報
』
か
ら
は
、
文
芸
を
遇
し
て
「
自
我
の
表
現
」
を
行
う
と
と
を
学
ん
だ
の
で
あ
ろ
う
か
。
沈
従
文
は
、
湖
南
省
の
辺
境
の
地
に
あ
っ
て
、
こ
れ
ら
の
活
字
媒
体
を
通
し
て
五
四
運
動
の
枠
組
み
に
触
れ
た
の
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
彼
自
身
、
「
民
国
日
報
』
「
覚
悟
」
を
見
て
、
匿
名
で
勤
労
学
生
へ
の
寄
付
を
行
う
よ
う
に
な
る
。
こ
う
し
た
新
聞
・
雑
誌
と
い
っ
た
、
都
市
の
活
字
メ
デ
ィ
ア
が
、
す
べ
て
軍
閥
支
配
の
枠
組
み
の
中
に
お
い
て
、
沈
従
文
に
対
し
て
同
僚
の
印
刷
工
か
ら
与
え
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
考
え
る
と
、
五
四
的
近
代
の
枠
組
み
は
、
湖
南
省
の
辺
境
に
お
い
て
は
、
軍
隊
と
い
う
流
通
の
制
度
を
経
由
す
る
こ
と
に
よ
り
、
も
た
ら
さ
れ
る
と
と
が
極
め
て
容
易
に
な
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
想
像
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
の
意
味
で
も
、
軍
隊
は
閉
ざ
さ
れ
た
辺
境
の
地
に
近
代
社
会
の
枠
組
み
が
流
入
す
る
た
め
に
、
最
も
大
き
な
意
味
を
も
っ
て
い
た
と
言
え
る
で
あ
ろ
う
。
そ
の
結
果
と
し
て
、
彼
自
身
も
ま
た
、
一
九
二
二
年
、
「
永
遠
に
卒
業
す
る
こ
と
の
な
い
」
人
生
の
「
学
校
」
を
求
め
て
、
湘
西
地
方
を
-
M
m
v
 
離
れ
て
行
く
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。
註(l
)
蘇
雷
林
「
沈
従
文
論
」
(
『
作
家
論
』
上
海
生
活
書
底
、
四
月
)
(2)
た
と
え
ば
、
小
島
久
代
「
沈
従
文
文
学
に
お
け
る
か
常
。
と
dAi
ー
「
辺
城
」
と
「
長
河
」
を
め
ぐ
っ
て
」
(
『
東
洋
文
化
』
六
五
、
一
九
八
五
年
三
月
)
。
小
島
氏
は
、
蘇
雪
林
氏
の
こ
の
分
類
を
推
し
進
め
て
、
沈
従
文
の
作
品
を
九
つ
に
分
け
て
い
る
。
そ
の
う
ち
「
湘
西
の
民
族
と
苗
族
の
生
活
」
「
童
話
及
び
伝
説
の
改
作
」
「
自
伝
及
び
散
文
」
に
は
「
す
ぐ
れ
た
作
品
が
多
」
い
の
に
対
し
、
「
都
会
人
の
生
活
」
を
描
い
た
も
の
に
は
「
失
敗
作
が
多
い
」
と
さ
れ
る
。
こ
う
し
た
見
方
が
従
来
一
般
的
で
あ
り
、
さ
ら
に
は
軍
隊
生
活
を
描
い
た
作
品
群
が
そ
れ
ほ
ど
重
一
九
三
六
年
(中野)
祝
さ
れ
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
も
、
従
来
の
沈
従
文
研
究
に
お
い
て
一
致
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
(
3
)
「
従
文
自
伝
」
我
上
許
多
一
課
侃
然
不
放
下
那
一
本
大
書
(
『
沈
従
文
文
集
』
九
、
一
三
九
頁
)
(4)
「
従
文
自
伝
」
預
備
兵
的
技
術
班
(
『
沈
従
文
文
集
』
九
、
一
四
四
頁
)
(
5
)
『
身
体
の
零
度
何
が
近
代
を
成
立
さ
せ
た
か
』
(
講
談
社
選
書
メ
チ
エ
=
二
、
一
九
九
四
年
一
一
月
)
第
五
章
「
軍
隊
」
参
照
。
(6)
「
薄
寒
」
(
『
沈
従
文
文
集
』
六
、
三
O
二
頁
)
(
7
)
「
〈
戸
従
文
小
説
選
集
》
題
記
」
(
一
九
五
七
年
三
月
。
引
用
は
『
沈
従
文
文
集
』
一
一
、
六
七
頁
)
(
8
)
「
《
従
文
自
伝
》
附
記
」
(
一
九
八
O
年
五
月
。
引
用
は
『
戸
従
文
文
集
』
一
一
、
七
八
頁
)
(
9
)
「
「
辺
城
」
題
記
」
(
『
沈
従
文
文
集
」
六
、
七
O
頁
)
(
叩
)
「
従
文
自
伝
」
我
上
許
多
課
一
侃
然
不
放
下
那
一
本
大
書
(
『
沈
従
文
文
集
』
九
、
一
四
O
頁
)
(
日
)
金
文
京
「
「
戯
」
考
中
国
に
お
け
る
芸
能
と
軍
隊
」
(
『
未
名
』
八
、
一
九
八
九
年
一
二
月
三
金
氏
は
中
国
歴
代
の
主
な
人
的
来
源
と
し
て
、
罪
人
と
異
民
族
の
ニ
つ
を
挙
げ
、
軍
隊
が
罪
人
・
盗
賊
・
な
ら
ず
者
な
ど
に
よ
る
ア
ウ
ト
ロ
1
的
性
格
の
強
い
集
団
で
あ
っ
た
こ
と
を
指
摘
さ
れ
る
。
苗
族
な
ど
の
少
数
民
族
の
多
く
住
む
湘
西
地
方
は
、
古
来
多
く
の
軍
人
を
供
給
し
て
き
た
。
(
ロ
)
「
船
上
」
(
「
沈
従
文
文
集
』
一
、
二
八
頁
)
(
日
)
「
顧
問
官
」
(
『
沈
従
文
文
集
』
六
、
二
一
六
頁
)
(
M
)
金
介
甫
[
』
口
問
E
E
O可
]
、
虞
建
華
・
部
華
強
訳
「
尚
武
主
義
」
(
『
沈
従
文
筆
下
的
中
国
社
会
与
文
化
』
華
東
師
範
大
学
出
版
社
、
一
九
九
四
沈従文の軍隊小説について109 
年
七
月
)
(
日
)
部
華
強
「
沈
従
文
総
書
目
」
(
『
沈
従
文
研
究
資
料
』
下
、
花
城
出
版
社
、
一
九
九
一
年
一
月
)
(
国
)
衛
藤
棒
吉
「
政
治
外
交
史
|
辛
亥
革
命
以
後
」
(
『
近
代
中
国
研
究
入
門
』
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
七
四
年
四
月
)
(
口
)
「
従
文
自
伝
」
清
郷
所
見
(
「
沈
従
文
文
集
』
九
、
一
五
八
頁
)
(
凶
)
「
従
文
自
伝
」
懐
化
鎮
(
『
沈
従
文
文
集
』
九
、
二
ハ
四
頁
)
(
日
)
「
従
文
自
伝
」
辛
亥
革
命
的
一
課
(
『
沈
従
文
文
集
』
九
、
二
一
六
頁
)
(
初
)
「
従
文
自
伝
」
懐
化
鎮
(
『
沈
従
文
文
集
』
九
、
一
六
二
頁
J
(
幻
)
「
従
文
自
伝
」
懐
化
鎮
(
『
沈
従
文
文
集
』
九
、
一
六
回
頁
)
(
忽
)
「
従
文
自
伝
」
一
箇
大
王
(
『
沈
従
文
文
集
』
九
、
二
O
九
頁
)
(
幻
)
金
文
京
氏
前
掲
論
文
。
0
軍
隊
は
一
個
所
に
定
住
す
る
こ
と
も
む
ろ
ん
あ
る
で
あ
ろ
う
が
、
そ
れ
と
と
も
に
、
敵
を
も
と
め
て
各
地
を
転
戦
し
た
り
、
あ
る
い
は
遠
征
に
よ
り
遥
か
に
隔
っ
た
地
へ
と
移
動
す
る
場
合
が
し
ば
し
ば
起
こ
り
う
る
こ
と
は
、
一
言
う
ま
で
も
な
い
。
中
国
の
よ
う
な
人
口
の
大
多
数
を
農
民
が
占
め
る
定
着
民
社
会
の
中
で
、
恒
常
的
に
移
動
を
く
り
返
す
非
定
着
民
は
、
官
人
、
商
人
、
宗
教
者
や
芸
能
者
な
ど
の
遊
行
民
、
そ
し
て
軍
隊
で
あ
ろ
う
。
う
ち
軍
隊
が
、
量
的
に
他
を
は
る
か
に
圧
し
て
い
る
こ
と
、
こ
れ
ま
た
説
明
を
要
さ
な
い
。
ま
た
軍
隊
と
い
う
大
規
模
な
消
費
集
団
が
一
た
び
移
動
す
る
や
、
そ
れ
を
管
理
す
る
た
め
の
官
僚
機
構
、
補
給
物
資
を
調
達
す
る
商
人
、
そ
し
て
場
合
に
よ
っ
て
は
芸
人
、
妓
女
、
僧
侶
や
道
士
[
]
な
ど
ま
で
も
が
と
も
に
移
動
し
た
で
あ
ろ
う
こ
と
も
、
容
易
に
想
像
さ
れ
よ
う
。
軍
の
移
動
は
、
す
ぐ
れ
て
経
済
的
、
文
化
的
な
行
為
110 
で
あ
っ
た
と
言
え
る
。
ま
し
て
軍
と
芸
能
と
の
密
接
な
関
係
を
考
え
れ
ば
、
芸
能
が
一
地
方
か
ら
他
地
方
へ
と
伝
備
す
る
上
で
、
軍
の
移
動
が
果
し
た
で
あ
ろ
う
役
割
の
重
要
性
も
自
ず
と
首
肯
さ
れ
る
は
ず
で
あ
る
。
(
剖
)
小
島
久
代
氏
前
掲
論
文
(
お
)
「
辺
城
」
(
『
沈
従
文
文
集
』
六
、
七
九
頁
)
(
お
)
「
辺
城
」
(
『
沈
従
文
文
集
』
六
、
七
五
頁
)
(
幻
)
城
谷
武
男
氏
は
、
日
本
人
と
し
て
お
そ
ら
く
初
め
て
茶
洞
の
地
を
訪
問
し
た
際
の
ル
ポ
ル
タ
ー
ジ
ュ
に
お
い
て
、
作
品
か
ら
読
み
取
る
こ
と
の
で
き
る
地
形
と
、
実
際
の
そ
れ
と
の
比
定
は
難
し
い
と
い
う
こ
と
や
、
茶
洞
に
あ
っ
た
渡
し
場
の
印
象
な
ど
を
報
告
し
て
い
る
(
「
『
辺
城
』
の
舞
色
l
茶
洞
」
、
『
東
方
』
五
O
、
一
九
八
五
年
五
月
三
さ
ら
に
城
谷
氏
は
、
渡
し
場
だ
け
で
な
く
、
茶
洞
と
い
う
集
落
全
体
か
ら
も
「
分
割
」
の
意
味
を
読
み
取
っ
て
お
ら
れ
る
の
が
興
味
深
い
(
「
「
辺
城
」
主
題
考
」
、
『
北
海
学
園
大
学
学
園
論
集
』
五
二
、
一
九
八
五
年
一
二
月
三
0
し
か
し
私
は
茶
洞
の
地
に
立
っ
て
み
て
、
全
く
別
の
角
度
か
ら
こ
の
地
を
把
え
る
目
が
開
け
た
の
で
あ
る
。
[
]
「
辺
城
」
官
頭
の
詳
し
い
描
写
だ
け
か
ら
茶
洞
を
考
え
る
と
、
四
川
と
湖
南
の
境
の
街
と
惑
わ
さ
れ
る
。
し
か
し
実
際
は
貴
州
と
も
境
を
接
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
茶
洞
は
洪
安
小
河
が
茶
洞
大
河
(
北
河
・
白
河
)
に
流
れ
こ
む
川
股
つ
ま
り
Y
字
の
合
流
点
に
な
っ
て
い
た
の
だ
。
川
股
な
ら
ど
こ
に
で
も
あ
ろ
う
。
だ
が
そ
れ
ら
の
川
股
で
三
省
に
分
岐
す
る
も
の
が
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。
茶
洞
は
本
当
に
特
異
な
所
と
い
え
よ
う
。
さ
ら
に
お
ど
ろ
く
べ
き
は
、
い
つ
か
ら
そ
う
な
っ
た
か
は
知
ら
ぬ
が
、
こ
の
脚
近
は
、
土
家
族
地
区
、
首
族
地
区
、
漢
族
地
区
に
住
み
わ
ザ
ら
れ
、
茶
洞
は
三
族
雑
居
地
区
と
い
う
台
風
の
目
で
も
あ
っ
た
。
つ
ま
り
茶
洞
は
川
股
、
三
省
省
境
、
三
族
分
住
境
界
な
の
で
あ
っ
た
。
「
辺
城
」
と
い
う
虚
構
の
物
語
の
空
間
の
中
に
お
け
る
茶
胴
と
、
こ
れ
と
次
元
を
異
に
す
る
実
在
の
茶
洞
と
が
ひ
と
し
く
分
割
・
結
合
の
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。
方
解
石
の
結
晶
が
、
段
た
れ
て
小
さ
な
結
品
に
分
解
し
て
も
同
じ
形
を
し
て
い
る
よ
う
に
、
茶
洞
と
い
う
場
所
自
体
と
、
そ
の
な
か
に
あ
る
小
さ
な
渡
し
場
が
、
重
層
的
な
構
造
を
な
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
(
お
)
「
従
文
自
伝
」
一
箇
大
王
(
『
沈
従
文
文
集
』
九
、
ニ
O
二
頁
)
(
m
U
)
小
島
久
代
氏
前
掲
論
文
。
と
こ
ろ
で
、
従
来
の
沈
従
文
小
説
の
研
究
は
、
沈
氏
の
伝
記
的
事
実
や
少
数
民
族
苗
族
の
実
際
の
習
俗
な
ど
の
探
求
、
説
話
の
翻
案
に
つ
い
て
は
仏
教
説
話
を
は
じ
め
と
す
る
材
源
と
の
比
較
考
察
、
湖
南
省
の
故
郷
を
訪
問
し
た
ル
ポ
ル
タ
ー
ジ
ュ
的
研
究
な
ど
が
主
な
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
の
先
行
研
究
は
、
沈
従
文
小
説
の
理
解
に
お
い
て
さ
ま
ざ
ま
な
視
点
を
用
意
す
る
も
の
で
あ
っ
て
、
こ
れ
ま
で
に
大
き
な
成
果
を
も
た
ら
し
て
き
た
も
の
で
あ
る
。
い
ま
そ
れ
ら
か
ら
得
ら
れ
た
結
論
を
整
理
し
て
み
る
と
、
沈
従
文
作
品
は
、
総
じ
て
い
く
つ
も
の
二
項
対
立
の
連
鎖
と
し
て
解
釈
さ
れ
る
よ
う
な
の
で
あ
る
。
た
と
え
ば
小
島
久
代
氏
は
、
沈
従
文
の
出
自
、
血
筋
に
つ
い
て
、
〈
漢
民
族
/
少
数
民
族
V
と
い
う
民
族
の
対
立
を
、
支
配
者
と
被
支
配
者
の
関
係
と
見
な
し
て
、
戸
従
文
小
説
解
釈
の
ひ
と
つ
の
拠
り
ど
こ
ろ
と
し
て
提
示
さ
れ
る
(
「
中
国
に
於
け
る
最
近
の
沈
従
文
研
究
の
動
向
」
、
『
お
茶
の
水
女
子
大
学
中
国
文
学
会
報
』
三
、
一
九
沈従文の軍隊小説について(中野)
八
四
年
四
月
)
。
今
泉
秀
人
氏
は
、
戸
従
文
作
品
に
お
け
る
〈
都
会
/
郷
村
〉
の
対
立
を
指
摘
さ
れ
る
(
「
「
郷
下
人
」
と
は
何
か
l
戸
従
文
と
民
族
意
識
」
、
「
野
草
』
四
八
、
一
九
九
一
年
八
月
)
。
同
時
に
今
泉
氏
は
、
〈
都
会
/
郷
村
〉
の
ほ
か
に
〈
知
識
人
/
下
層
階
級
〉
と
い
う
対
立
概
念
に
も
触
れ
、
「
郷
下
人
」
は
こ
れ
ら
二
つ
の
対
立
項
の
片
方
に
位
置
す
る
も
の
、
す
な
わ
ち
「
都
会
」
「
知
識
人
」
に
対
立
す
る
概
念
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
政
治
的
に
無
知
な
沈
従
文
と
、
政
治
と
文
学
と
を
緊
密
に
関
係
づ
げ
る
当
時
の
文
壇
の
風
潮
と
を
対
抗
さ
せ
る
場
合
も
あ
る
。
こ
れ
ら
の
二
項
対
立
の
図
式
は
、
「
郷
下
人
」
(
田
舎
者
)
で
あ
る
こ
と
に
拘
泥
し
つ
づ
砂
た
沈
従
文
自
身
の
「
葛
藤
」
と
し
て
捉
え
ら
れ
る
と
き
、
理
解
し
や
す
い
。
そ
し
て
そ
の
葛
藤
こ
そ
が
沈
従
文
小
説
の
提
出
し
た
問
題
点
H
主
題
と
考
え
ら
れ
て
き
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
れ
ほ
ど
ま
で
戸
従
文
の
小
説
は
、
内
部
に
分
裂
を
抱
え
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
a
で
な
け
れ
ば
非
a
と
い
う
解
釈
は
、
あ
ま
り
に
も
今
日
的
な
見
方
と
言
え
な
い
だ
ろ
う
か
。
(
初
)
曽
田
三
郎
「
辛
亥
革
命
前
の
諸
改
革
と
湖
南
」
(
横
山
英
編
『
中
国
の
近
代
化
と
地
方
政
治
』
勤
草
書
房
、
一
九
八
五
年
四
月
)
(
剖
)
「
従
文
自
伝
」
一
箇
転
機
(
『
沈
従
文
文
集
』
九
、
二
二
二
頁
)
(
犯
)
「
一
九
二
0
年
代
前
半
の
湖
南
省
政
民
主
化
運
動
省
憲
法
構
想
を
め
ぐ
っ
て
」
(
横
山
英
氏
編
前
掲
書
)
(
お
)
「
従
文
自
伝
」
学
歴
史
的
地
方
(
『
沈
従
文
文
集
』
九
、
二
一
八
頁
)
(
泊
)
三
浦
雅
士
氏
前
掲
書
。
ま
た
、
桜
井
哲
夫
『
「
近
代
」
の
意
味
|
制
度
と
し
て
の
学
校
・
工
場
』
(
N
H
K
ブ
ッ
ク
ス
四
七
O
、
一
九
八
四
年
一
二
月
)
を
参
照
。
(
お
)
「
従
文
自
伝
」
一
箇
転
機
(
『
沈
従
文
文
集
』
九
、
二
一
九
頁
)
。
た
111 
だ
し
『
創
造
週
報
』
は
、
実
際
に
は
一
九
二
三
年
五
月
に
創
刊
さ
れ
た
た
め
、
こ
の
時
期
に
は
ま
だ
存
在
し
て
い
な
か
っ
た
。
郡
華
強
氏
は
、
「
沈
従
文
年
譜
簡
編
」
(
『
戸
従
文
研
究
資
料
』
下
)
の
中
で
、
こ
れ
を
創
造
社
最
初
の
機
関
紙
「
創
造
季
刊
』
の
誤
り
で
あ
る
と
す
る
。
(
お
)
註
7
参
照
。
